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８
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募
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中
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本
年
度
の
除
雪
計
画
で
は
、
車
道
は
町
道
と
除

雪
を
受
託
し
た
県
道
を
合
わ
せ
２
７
１
路
線
、
総

延
長
１
６
８･

７
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
除
雪
し
ま
す
。

昨
年
と
比
べ
て
１
路
線
、３･

３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
減

少
し
て
い
ま
す
が
、
必
ず
除
雪
作
業
を
行
う
交
通

確
保
区
間
の
延
長
は
昨
年
と
同
じ
１
５
８･

７
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
ま
す(

３
ペ
ー
ジ
表
参
照)
。

　
町
で
は
、
道
路
の
老
朽
化
に
伴
う
改
良
工
事
や

道
路
拡
幅
工
事
な
ど
で
交
通
の
確
保
に
取
り
組
み
、

住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
伴
い
、
冬
期
間
の
除
雪
延
長
は
年
々
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
生
活
に
影
響
が
出

な
い
よ
う
路
線
除
雪
の
目
標
時
間
を
設
定
し
て
作

業
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
冬
期
間
の
交
通
確
保
に
向
け
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー

１
台
、
タ
イ
ヤ
ド
ー
ザ
ー
37
台
、
ロ
ー
タ
リ
ー
除

雪
車
２
台
、
歩
道
用
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
１
台
を

配
備
し
、原
則
、路
上
の
積
雪
深
が
15
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
以
上
と
な
っ
た
場
合
は
す
ぐ
に
出
動
で
き
る

よ
う
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
快
適
な
冬
の
生
活
に
向
け
て
万
全
を
期
し
て
い

ま
す
が
、
円
滑
な
除
雪
を
行
う
た
め
に
は
、
皆
さ

ん
の
協
力
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。
ス
ム
ー
ズ
な

除
排
雪
を
行
う
た
め
、
ま
た
、
雪
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
次
の
こ
と
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

路 
上
駐
車
は
絶
対
に

し
な
い　
　
　

　
１
台
で
も
路
上
駐
車
が
あ
る
と
、
そ
こ
か
ら
先

の
除
雪
作
業
が
行
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
作
業
の
障
害
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
車

を
破
損
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。
特
に
、
夜
間
の
路
上
駐
車
は
絶
対
し
な
い
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

障 

害
物
に
は
赤
い
目
印
を

付
け
る
　
　
　
　
　

　
除
雪
作
業
に
よ
り
破
損
す
る
恐
れ
の
あ
る
構
造

物
は
、
赤
い
布
切
れ
な
ど
で
目
立
つ
よ
う
表
示
し

て
く
だ
さ
い
。

騒 

音
は
　
　
　
　
　

ご
容
赦
く
だ
さ
い

　
通
勤
や
通
学
に
支
障
が
出
な
い
よ
う
、
早
朝
に

作
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
降
雪
状
況
に

よ
っ
て
は
深
夜
に
出
動
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

除
雪
車
両
の
騒
音
は
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

屋 

根
か
ら
の
雪
は

　

自
分
で
片
付
け
る

　
屋
根
か
ら
の
雪
崩
や
雪
下
ろ
し
で
道
路
に
雪
が

落
ち
る
場
合
は
、
通
行
の
支
障
と
な
ら
な
い
よ
う

各
家
庭
で
の
処
理
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

田 

畑
に
砂
利
な
ど
が

　
　

入
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　
細
心
の
注
意
を
払
い
作
業
に
あ
た
っ
て
い
ま
す

が
、
雪
に
付
着
し
た
砂
利
な
ど
が
田
畑
に
入
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ス 

ノ
ー
ポ
ー
ル
の
保
全
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
　

　
除
雪
作
業
を
安
全
に
行
う
た
め
、
道
路
の
路
肩

に
ス
ノ
ー
ポ
ー
ル
を
立
て
て
い
ま
す
。
除
雪
の
道

し
る
べ
で
す
の
で
、
倒
し
た
り
し
な
い
よ
う
、
ま

た
、
倒
れ
て
い
る
場
合
は
立
て
直
し
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

除 

雪
車
両
に
は

　
　
　

絶
対
に
近
づ
か
な
い

　
除
雪
車
両
に
近
づ
く
と
、
思
わ
ぬ
事
故
に
巻
き

込
ま
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
大
変
危
険
で
す
の

で
、
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
除
雪
に
関
し
て
不
明
な
点
は
、
自
治
区
長
を
通

じ
て
建
設
水
道
課
・
管
理
係
に
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

 

建
設
水
道
課
・
管
理
係
　
☎
45
―
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３
０

　最
近
は
朝
晩
め
っ
き
り
寒
く
な
り
、
冬
の
足
音
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

今
年
も
い
よ
い
よ
本
格
的
な
雪
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。

　町
で
は
、
除
雪
体
制
を
整
え
、
生
活
道
路
の
円
滑
な
交
通
を
確
保
し
、

皆
さ
ん
の
冬
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
今
年
も
全
力
を
傾
け
て
い
き
ま
す
。

　誰
も
が
快
適
な
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
一
人
一
人
の
協
力
が

必
要
で
す
。
隣
近
所
や
自
治
区
で
協
力
し
、
快
適
な
冬
の
生
活
を
共
に
築

い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

快
適
な
冬
の

　生
活
に
向
け
て

▼ 除雪計画における路線数と総延長

年度 路 線 数 総 延 長 交通確保
区間延長

余力除雪
区間延長

27 271路線 168.7㎞ 158.7㎞ 10.0㎞

26 272路線 172.0㎞ 158.7㎞ 13.3㎞

25 266路線 169.3㎞ 159.3㎞ 10.0㎞

24 244路線 164.0㎞ 153.5㎞ 10.5㎞

23 235路線 165.2㎞ 154.2㎞ 11.0㎞

22 233路線 164.9㎞ 153.9㎞ 11.0㎞
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30
回
の
節
目
と
な
っ
た
今

回
の
西
会
津
ふ
る
さ
と
ま

つ
り
は
、
紅
葉
が
見
ご
ろ

を
迎
え
た
10
月
31
日
、
11
月
1
日
に

さ
ゆ
り
公
園
で
開
か
れ
、
町
の
食
、

農
林
産
物
、
特
産
品
、
健
康
づ
く
り

な
ど
、｢

ま
ち
の
魅
力
」
を
、
多
彩

な
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
全
国
に
発
信

し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、

町
ふ
る
さ
と
振
興
推
進
委
員
会
委
員

長
の
伊
藤
町
長
が
「
復
興
を
加
速
さ

せ
る
た
め
に
も
、
福
島
の
西
の
玄
関

口
と
い
わ
れ
る
本
町
で
こ
の
よ
う
な

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
福
島
を
盛
り

上
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
日

明
日
と
最
後
ま
で
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
来
場
者
を
歓

迎
し
ま
し
た
。
続
い
て
鏡
開
き
が
行

わ
れ
、
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
が
開
幕
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
、
宮
古
島
市
と
の

友
好
都
市
協
定
が
今
年
で
10
周
年
を

迎
え
た
こ
と
を
祝
し
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

が
行
わ
れ
、
宮
古
島
市
か
ら
西
会
津

町
へ
宮
古
上じ
ょ
う
ふ布
の
額
が
、
西
会
津
町

か
ら
宮
古
島
市
へ
会
津
塗
の
角
盆
が

贈
ら
れ
ま
し
た(

５
ペ
ー
ジ
写
真)

。

　

初
日
は
、
前
日
か
ら
降
り
続
い
た

雨
の
影
響
で
「
マ
ラ
ソ
ン
世
界
記
録

に
挑
戦
！
」
が
中
止
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、普
天
間
か
お
り
シ
ョ
ー

や
、ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
界
の
帝
王
・
水
木

一
郎
さ
ん
の
ラ
ジ
オ
番
組
公
開
収
録

｢

ヒ
ー
ロ
ー
は
永
遠
に
！
in
西
会
津｣

、

第

第18回桐ゲタ投げ全国大会

第30回西会津の文化と産業祭 
西会津ふるさとまつり

まちの　
魅力発信
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子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
の
手
裏
剣
戦

隊
ニ
ン
ニ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
が

実
施
さ
れ
、
会
場
に
は
多
く
の
フ
ァ

ン
が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。

　

二
日
目
に
は
、
健
康
が
い
ち
ば
ん

・
紅
葉
ウ
ォ
ー
ク
、
福
島
の
プ
ロ
野

球
球
団
福
島
ホ
ー
プ
ス
に
よ
る
野
球

教
室
と
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
ご
当
地

ヒ
ー
ロ
ー
丞し
ょ
う
じ
ん神デ
ナ
ー
シ
ョ
ー
、
今

年
15
周
年
を
迎
え
た
さ
ゆ
り
ス
ト

リ
ー
ト
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ

る
さ
ゆ
り
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
、
そ
し
て
恒
例
の
桐
ゲ
タ
投
げ
全

国
大
会
、
最
後
は
西
会
津
一
う
ま
い

米
が
当
た
る
西
会
津
ふ
る
さ
と
大
抽

選
会
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
実
施

さ
れ
、
来
場
者
の
皆
さ
ん
は
、
見

て
、
聞
い
て
、
参
加
し
て
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
両
日
開
催
さ
れ
た
こ
ゆ
り

ち
ゃ
ん
を
探
す
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
こ

ゆ
り
ち
ゃ
ん
を
探
せ
！
や
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
遊
覧
飛
行
、
創
作
か
か
し
コ
ン

テ
ス
ト
、
体
育
館
で
の
作
品
展
示
の

ほ
か
、
会
場
に
は
町
内
商
店
の
ス

イ
ー
ツ
を
一
堂
に
会
し
た
西
会
津
ま

る
ご
と
マ
ル
シ
ェ
、
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜

を
は
じ
め
と
し
た
町
内
産
の
農
林
産

物
、
新
そ
ば
、
川
魚
の
塩
焼
、
福
島

牛
の
焼
き
肉
、
牛
串
な
ど
が
味
わ
え

る
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
に
加
え
、
出
店

コ
ー
ナ
ー
の
ブ
ー
ス
や
う
ま
い
も
ん

ま
つ
り
の
移
動
販
売
車
が
並
び
、
秋

の
味
覚
を
求
め
る
来
場
者
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

第30回西会津の文化と産業祭  西会津ふるさとまつり  フォトギャラリー２０１５

オープニングセレモニー

グリーンステージ

ヒーローは永遠に！in西会津

手裏剣戦隊ニンニンジャーショー

普天間かおりショー第２回創作かかしコンテスト
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表
彰
受
賞
者

①
は
大
賞･

優
勝
、
②
は
金
賞･

準
優

勝[

敬
称
略]

【
農
業
ま
つ
り
部
門
】

▼
西
会
津
一
う
ま
い
米
コ
ン
テ
ス
ト

＝
①
長
谷
川
護(

コ
シ
ヒ
カ
リ･

縄
沢)

、

②
川
瀬
典
宏(

同･

萱
本)

、江
川
誠
作

(

同･

牧)

、
長
谷
沼
勉(

同･

高
目)

、

武
藤
正
喜(

同･

柴
崎)

▼
園
芸
品
目

の
部
＝
①
高
橋
千
代
子(

ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー･

滑
沢)

、
②
齋
藤
節
子(

み
し

ら
ず
柿･

萱
本)

、
佐
藤
ア
サ
子(

落

花
生･

下
小
島)

▼
菌
茸
類
の
部
＝
①

高
久
一
志(

生
シ
イ
タ
ケ･

柴
崎)

、

②
杉
原
辰
徳(

生
シ
イ
タ
ケ･

松
尾)

▼
農
林
産
物
加
工
品
の
部
＝
①
齋
藤

え
り
か(

高
き
び
粉
の
柿
タ
ル
ト･

芝

草)

、
②
目
黒
満
理
子(

パ
リ
パ
リ
野

菜
ふ
り
か
け･

牛
尾)

▼
農
林
業
振
興

の
部
＝
①
矢
部
勝
義(

ミ
ネ
ラ
ル
ト

マ
ト
栽
培･

真
ヶ
沢)

【
高
齢
者･

障
が
い
者
作
品
展
】

▼
も
の
づ
く
り
の
部
＝
①
伊
藤
ひ
ろ

子(

ク
ラ
フ
ト
か
ご･

屋
敷)

、
②
長

谷
川
タ
イ
子(

の
れ
ん･

松
尾)

▼
芸

術
文
化
の
部
＝
①
安
部
美
江
子(

西

洋
陶
芸｢

花
瓶｣･

１
町
内)

、
②
尾
﨑

サ
ト(

日
本
陶
芸｢

茶
碗｣･

さ
ゆ
り
が

丘)

▼
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
部

＝
①
し
な
の
き
ホ
ー
ム
西
会
津(

風

鈴･

下
小
屋)

、
②
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ

ス(

み
ん
な
で
切
り
絵･

西
平)

【
桐
ゲ
タ
投
げ
全
国
大
会
】

▼
小
学
生
男
子
の
部
＝
①
塚
原
蒼(

５

まちの魅力がぎっしり
詰まった２日間

楽 面白
美味

健康がいちばん・紅葉ウォーク

ヘリコプター遊覧飛行

体育館展示など

福島ホープス野球教室＆トークショー西高祭ＰＲ　仮装行列

あつまっ会
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ｍ
60
㎝･

上
野
尻)

、②
渡
部
結
斗(

４

ｍ
28
㎝･

阿
賀
町)

▼
小
学
生
女
子
の

部
＝
①
本
名
円
佳(

２
ｍ
５
㎝･

三
島

町)

、
②
薄
上
葉
月(

１
ｍ
94
㎝･

３
町

内)

▼
少
年
男
子
の
部
＝
①
齋
藤
優

翔(

４
ｍ
47
㎝･

中
野)

、②
物
江
竜
平

(

４
ｍ
21
㎝･

下
小
屋)

▼
女
子
の
部

＝
①
薄
上
美
樹
子(

３
ｍ
96
㎝･

３
町

内)

、
②
小
林
和
代(

３
ｍ
75
㎝･

会

津
若
松
市)

▼
一
般
男
子
の
部
＝
①

高
橋
淳
史(

10
ｍ
48
㎝･

い
わ
き
市)

、

②
星
光
輔(

８
ｍ
75
㎝･

４
町
内)

【
創
作
か
か
し
コ
ン
テ
ス
ト
】

▼
西
会
津
町
長
賞
＝
Ｊ
Ａ
会
津
い
い

で
女
性
部
西
会
津
支
部(

か
ぼ
ち
ゃ

の
嫁
入
り･

原
町)

▼
西
会
津
町
教
育

委
員
会
教
育
長
賞
＝
出
ヶ
原
若
妻
会

(

夢
を
か
な
え
た
～
い(

仮)･

出
ヶ
原)

▼
西
会
津
町
商
工
会
長
賞
＝
斎
藤
ノ

イ(

伊
達
政
宗
公･

上
小
島)

▼
会
津

い
い
で
農
業
協
同
組
合
長
賞
＝
片
岡

元
次(

明
日
天
気
に
な
あ
れ･

塩)

▼

西
会
津
町
森
林
組
合
長
賞
＝
西
会
津

町
農
林
振
興
課(

緑
の
少
年
団
活
動･

下
小
屋)

▼
に
し
あ
い
づ
観
光
交
流

協
会
長
賞
＝
橋
屋
そ
ば
ま
つ
り
実
行

委
員
会(

１･

種
蒔
き｢

実
を
い
っ
ぱ

い
付
け
ろ
よ｣

、２･

ソ
バ
刈
り｢

い
っ

ぱ
い
な
っ
た
な
あ｣

、３･

こ
ね
る｢

麺

恋
な
あ
、
麺
恋
な
あ｣

、
４･

切
る

｢

こ
れ
は
う
め
い
ぞ
ー｣

、５･

食
べ
る

｢

そ
ば
ま
つ
り
に
い
ら
っ
し
ゃ
い｣･

橋
屋)

▼
子
ど
も
か
か
し
大
賞
＝
齋

藤
誠
也･

未
央(

ロ
ボ
ッ
ト
兵･

１
町

内)

第30回西会津の文化と産業祭  西会津ふるさとまつり  フォトギャラリー２０１５

農家レストラン

さゆりジャズフェスティバル

西会津まるごとマルシェ

こゆりちゃんを探せにしあいづ観光クルー

チビッココーナー（ミニＳＬ）

防災・救急コーナー

西会津
ふるさと大抽選会

若者まちづくりプロジェクト・国際芸術村コーナー

民俗芸能と民謡の集い丞神デナーショー
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�

後
街
道
は
現
在
の
会
津
若
松

市
と
新
発
田
市
を
結
ぶ
全
長

約
92
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
街
道
で
、
古

く
か
ら
文
化
交
流
や
産
物
の
運
搬
な

ど
の
重
要
な
役
割
を
担
い
、
多
く
の

人
が
往
来
す
る
に
ぎ
や
か
な
道
で
し

た
。

　

西
会
津
町
は
、
こ
の
越
後
街
道
に

お
い
て
野
沢
、
上
野
尻
、
下
野
尻
、

白
坂
、
宝
川
な
ど
が
宿
場
町
と
し
て

栄
え
ま
し
た
。
特
に
野
澤
宿
は
、
津

川
宿
、
坂
下
宿
に
次
い
で
３
番
目
に

大
き
い
宿
場
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、

新
発
田
藩
、
村
上
藩
な
ど
の
大
名
行

列
が
宿
泊
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
い
く
つ
か
あ
る
会
津
と
越

後
を
つ
な
ぐ
ル
ー
ト
の
中
で
最
も
歩

行
し
や
す
く
最
短
で
あ
る
の
が
こ
の

越
後
街
道
で
、
必
ず
通
る
野
澤
宿
は
、

越
後
の
海
産
物
や
塩
な
ど
の
物
産
を

会
津
に
搬
入
す
る
た
め
に
非
常
に
重

要
な
場
所
だ
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

越

　
　
　

�

し
あ
い
づ
観
光
交
流
協
会
で

は
、
こ
の
越
後
街
道
や
野
澤

宿
の
歴
史
な
ど
を
活
用
し
、
観
光
振

興
に
つ
な
げ
よ
う
と
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

10
月
24
日
か
ら
25
日
の
２
日
間
に

か
け
て
、
町
や
ふ
く
し
ま
け
ん
街
道

交
流
会
な
ど
と
共
に｢

街
道
交
流
会｣

を
開
催
し
、
１
日
目
は
講
演
会
と
街

道
ウ
ォ
ー
ク
、
２
日
目
は
野
澤
宿
探

訪
を
行
い
ま
し
た
。

　

24
日
の
講
演
会
で
は
、
に
し
あ
い

づ
観
光
交
流
協
会
副
会
長
で
郷
土
史

研
究
家
の
田
崎
敬
修
さ
ん
が｢

越
後

街
道
と
野
澤
宿｣

、在
京
西
会
津
会
会

員
で
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
研
究
家
の

渡
部
耕
司
さ
ん
が｢

イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー

ド
と
車
峠｣

と
題
し
、越
後
街
道
や
野

澤
宿
の
歴
史
を
熱
く
語
り
ま
し
た
。

に

　

昼
食
後
の
越
後
街
道
ウ
ォ
ー
ク
で

は
、
下
野
尻
の
根ね

柝さ
く

神
社
か
ら
越
後

街
道
の
難
所
と
い
わ
れ
た
車
峠
を
目

指
し
、
実
際
に
歩
き
ま
し
た
。
参
加

者
の
皆
さ
ん
は
、
額
に
汗
を
に
じ
ま

せ
な
が
ら
、
い
に
し
え
の
街
道
に
思

い
を
は
せ
て
い
ま
し
た
。

　

夜
の
交
流
会
に
は
伊
藤
町
長
も
出

席
し
、
全
国
か
ら
訪
れ
た
参
加
者
の

皆
さ
ん
と
街
道
・
歴
史
談
義
に
花
を

咲
か
せ
ま
し
た
。

　

翌
25
日
の
野
澤
宿
探
訪
で
は
、
代

官
清
水
や
研
幾
堂
跡
な
ど
、
野
澤
宿

の
史
跡
12
カ
所
を
巡
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
場
所
で
田
崎
敬
修
さ
ん
が
由
来
や

成
り
立
ち
な
ど
を
解
説
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
か
つ
て
の
野

澤
宿
の
姿
を
思
い
浮
か
べ
、
解
説
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
街
道
交
流
会
に
は
、
当
初

予
定
し
て
い
た
定
員
を
大
幅
に
上
回

る
80
人
の
街
道
・
歴
史
フ
ァ
ン
が
参

加
し
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

講
演
す
る
渡
部
耕
司
さ
ん

街
道
ウ
ォ
ー
ク(

左)

と
野
澤
宿
探

訪(

右)

で
史
跡
を
解
説
す
る
田
崎

敬
修
さ
ん
と
聞
き
入
る
参
加
者

越後街道
 を生かす

地域資源を活用して まちの魅力を発信
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消
防
団
員
と
は

　

消
防
団
は
、
地
域
に
住
む
皆
さ
ん

で
構
成
さ
れ
る
市
町
村
の
消
防
機
関

で
す
。
消
防
本
部
や
消
防
署
に
勤
め

る
消
防
職
員
が
常
勤
の
地
方
公
務
員

で
あ
る
の
に
対
し
、
消
防
団
員
は
普

段
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
を
も
ち
な
が
ら

も
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち

で
守
る
」
と
い
う
精
神
に
基
づ
き
、

災
害
発
生
時
に
は
自
宅
や
職
場
か
ら

出
動
す
る
人
た
ち
を
い
い
、
そ
の
身

分
は
非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員

で
す
。
極
め
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
近

い
活
動
で
す
が
、
地
域
に
と
っ
て
必

要
不
可
欠
な
存
在
で
す
。

　

実
際
の
災
害
現
場
で
は
、
消
防
職

員
と
消
防
団
員
が
互
い
に
協
力
し
な

が
ら
消
防
活
動
に
あ
た
り
ま
す
。

　
　 

西
会
津
町
消
防
団

　

町
の
消
防
団
は
、
団
本
部
と
５
つ

の
分
団
で
編
成
し
、
野
沢
、
尾
野
本
、

群
岡
、
新
郷
、
奥
川
の
地
区
別
に
第

１
分
団
か
ら
第
５
分
団
を
配
置
し
て

い
ま
す
。
団
本
部
は
団
長
、
副
団
長
、

訓
練
本
部
長
、
庶
務
本
部
長
、
教
養

本
部
長
で
構
成
し
、
各
分
団
は
分
団

長
、
副
分
団
長
、
訓
練
部
長
、
庶
務

部
長
、
教
養
部
長
、
部
長
、
班
長
、

団
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
分
団
は
柔
軟
で
素
早
い

消
火
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
、
さ
ら

に
い
く
つ
か
の
班
に
分
か
れ
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

町
の
消
防
団
員
数
は
平
成
27
年
10

月
１
日
現
在
４
２
３
人
で
す
。

　
　

�

消
防
団
員
の
主
な
活
動

　

消
防
団
員
は
、
非
常
時
の
災
害
出

動
の
ほ
か
、
日
頃
か
ら
の
火
災
予
防

啓
発
や
パ
ト
ロ
ー
ル
、
年
始
め
の
消

防
出
初
め
式
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果

を
披
露
す
る
春
と
秋
の
消
防
検
閲
、

防
災
訓
練
、
消
防
操
法
大
会
へ
の
出

場
な
ど
地
域
を
守
る
た
め
に
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
の
活
動
は
、
地
域
を
守
る

こ
と
以
外
に
も
、
地
域
と
の
つ
な
が

り
を
持
つ
意
味
で
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

　

団
員
の
職
業
や
年
齢
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
消
防
団
に
加
入
す
る
こ
と
で
、

普
段
あ
ま
り
接
す
る
機
会
の
な
い
人

と
の
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、

ま
た
、
消
防
と
い
う
１
つ
の
目
標
に

向
か
っ
て
共
に
活
動
す
る
こ
と
で
絆

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　 

消
防
団
員
に
な
る
に
は

　

消
防
団
に
加
入
し
た
い
場
合
は
、

近
く
の
消
防
団
員
や
町
民
税
務
課
ま

で
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
税
務
課　

☎
45
︱
２
２
１
５

　地震や大雨による自然災害、各地で頻発する火災など、
消防が出動しなければならない事態は数多くあり、その
活動に対する地域の期待はますます高まっています。
　こうした中、地域の消防活動の一翼を担う消防団の役
割は非常に重要です。しかし、社会状況の変化に伴い、

消防団体制の維持は難しくなりつつあります。
　町では、平成21年度から消防支援隊を導入するなど、
有事に備えた体制づくりを進めていますが、本町の消防
団員の平均年齢は年々高くなっています。これからの地
域を守っていくため、今、若い力が必要です。

消防団員募集中
｢守られる｣から｢守る｣へ｢守られる｣から｢守る｣へ
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　11月４日、「会津防災」事業の用地幅杭設置式が縄沢地
内で行われました。この事業は、国道４９号の冬期間にお
ける交通障害の解消や、災害に強い道路にすることを目的
に国土交通省が実施するもので、西会津町縄沢地区から藤
トンネル手前までの間をトンネル化し、新たな道路を整備
する計画になっています。式で伊藤町長は「国道４９号は
私たちの生活に欠かせない道路で、これが冬期間や災害時
の安心・安全のため整備されることは大変心強く思ってい
ます。事業の早期完了を期待します」と祝辞を述べ、その
後、用地幅杭の打ち込みを行いました(写真)。

国道49号の円滑な交通確保に向けて

　町の農林産物を使った加工品をＰＲする「商談会ＩＮに
しあいづ」が11月６日、さゆり公園管理棟で開かれました。
昨年開かれた県主催の「食の商談会フードフェア」への参
加をきっかけに数件の商談がまとまったことから、今回、
さらなる販路拡大を目指し、にしあいづ農林産物加工ネッ
トワークが単独で商談会を開催しました。参加した加工品
づくりに取り組む町内９団体の皆さんは、町外から訪れた
約10社の販売担当者を相手にミネラル野菜や菌床シイタ
ケ・キクラゲ、コメ、山菜などを使用した加工品を売り込
み、魅力をＰＲしました。

販路拡大目指し 西会津の加工品をPR

　今年の光桐祭は、11月３日、｢百花繚乱～咲き渡れ！
１５２のつぼみ～｣をテーマに開催されました。実行委員
長の板垣真世さんの開会宣言の後、学年・学級ごとに総合
発表や合唱コンクールが行われ、最後には光桐劇(写真)が
披露されました。生徒の皆さんは、互いに協力し合い練習
してきた成果を堂々と発表していました。会場にはＰＴＡ
の皆さんの協力による食堂が設けられたほか、手作りスト
ラップの販売や文化部の皆さんによるお茶会も開かれ、多
くの来場者でにぎわいました。１５２人の生徒の皆さんが
心を一つにし、光桐祭を成功に導きました。

１５２人が心を一つに 西会津中で光桐祭開催

　秋の深まりとともにソバの収穫期を迎え、町内各地区でそ
ばまつりが開催されました。町森林組合と萱本薬師そばが出
店し、西会津のおいしいそばを町内外にＰＲした10月31日、
11月１日の西会津ふるさとまつりを皮切りに、11月３日には
奥川地区で「第７回奥川新そばまつり」が、８日には橋屋地
区で「第９回橋屋そばまつり」が、22日には安座地区で「安
座おとめゆりの里･新そばまつり」が開催されました。それ
ぞれの会場には新そばを求める多くの来場者が詰め掛け、打
ちたての新そばに舌鼓を打っていました。[写真＝11月８日
に開催された第９回橋屋そばまつりの様子]

秋の味覚を堪能 各地区でそばまつり
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「
体
重
を
３
カ
月
で
３
㎏
減
ら
す｣

、

「
週
２
回
は
軽
く
汗
ば
む
程
度
の
運

動
を
す
る
」
な
ど
、
具
体
的
な
目
標

を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
目
標
を
持
つ
こ

と
で
気
持
ち
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
な
り
、

日
々
の
生
活
が
充
実
し
ま
す
。

　

仲
間
と
一
緒
に
運
動
す
る
こ
と
で
、

一
人
よ
り
も
楽
し
く
、
飽
き
ず
に
続

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
運

コツ１

目
標
を
持
つ

コツ２

仲
間
と
一
緒
に

動
の
効
果
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

体
を
動
か
す
チ
ャ
ン
ス
は
、
日
常

生
活
の
中
に
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

回
覧
板
を
置
き
に
行
く
つ
い
で
に

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す
る
な
ど
、
１
回
10

分
を
目
安
に
続
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

時
に
は
運
動
す
る
時
間
や
場
所
を

変
え
た
り
、
内
容
に
変
化
を
持
た
せ

た
り
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
同
じ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
も
、
時
間
や
コ
ー

ス
を
変
え
る
こ
と
で
、
新
し
い
発
見

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

自
分
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
る
こ
と

が
苦
手
な
場
合
は
、
町
で
開
催
し
て

い
る
各
種
講
座
や
ク
ラ
ブ
な
ど
に
参

加
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

コツ３

普
段
で
き
る
運
動

コツ４

飽
き
な
い
工
夫

　

適
度
な
運
動
は
、
高
血
圧
や
糖

尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
予
防･

改
善
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま

す
。し
か
し
、頭
で
は
分
か
っ
て
い

て
も
、
長
続
き
せ
ず
挫
折
し
て
し

ま
う
こ
と
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
す
。

始
め
る
の
は
簡
単
で
も
継
続
す
る

こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
で
す
ね
。

　

診
療
所
で
皆
さ
ん
の
診
察
を
し

て
い
て
も
、｢
若
い
頃
に
着
ら
れ
て

い
た
衣
服
が
再
び
着
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た｣

、｢

体
重
が
何
㎏
減
っ
て

体
が
軽
く
な
っ
た｣

、｢
便
通
が
良
く

な
っ
た｣

な
ど
、何
ら
か
の
実
感
で

き
る
成
果
が
な
い
と
、
新
た
に
始

め
た
行
動
は
続
け
ら
れ
に
く
い
よ

う
に
感
じ
ま
す
。

　

小
さ
い
頃
は
、
鉄
棒
や
跳
び
箱
、

　
　
　
　

�

ボ
ー
ル
競
技
な
ど
、
親

や
学
校
の
先
生
に
教
わ

り
な
が
ら
少
し
ず
つ
う

ま
く
な
り
、
も
っ
と
上

手
に
な
り
た
い
と
熱
中

し
た
経
験
を
多
く
の
皆

さ
ん
が
持
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、

大
人
に
な
る
と
そ
の
頃

の
よ
う
に
導
い
て
く
れ

る
人
は
な
か
な
か
い
ま

せ
ん
。
友
だ
ち
と
一
緒

に
始
め
て
み
る
な
ど
工

夫
し
な
が
ら
自
分
で
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
、

維
持
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

自
分
の
こ
と
を
い
わ
せ
て
も
ら

え
ば
、
高
校
卒
業
後
は
運
動
不
足

状
態
が
続
き
、
60
㎏
前
後
だ
っ
た

体
重
が
平
成
10
年
ご
ろ
の
ピ
ー
ク

時
に
は
65
㎏
く
ら
い
に
ま
で
増
加

し
、
検
診
で
血
糖
高
値
な
ど
の
異

常
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
も
と
も
と
運
動
は
好
き
な
方

で
し
た
の
で
、｢

何
か
始
め
よ
う｣

と
思
い
、
子
ど
も
た
ち
の
関
心
に

か
こ
つ
け
て
犬
を
飼
っ
て
朝
の
散

歩
を
始
め
ま
し
た
。
以
来
15
年
余

り
が
過
ぎ
、
相
棒
は
他
界
し
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
愛
犬
の
次
は
末

娘
と
一
緒
に
奥
川
マ
ラ
ソ
ン
の
親

子
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
保
ち
つ
つ
、
娘
が
成
長
し
て
か

ら
は
独
力
で
ジ
ョ
ギ
ン
グ
習
慣
を

続
け
て
い
ま
す
。
今
で
こ
そ
習
慣

と
な
り
ま
し
た
が
、
習
慣
化
す
る

ま
で
に
は
誰
か
の
助
け
が
重
要
で

あ
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

健
康
維
持
の
た
め
の
運
動
は
、

苦
し
い
思
い
を
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
気
楽
に
で
き
る
も
の
を

長
続
き
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
健
康
だ
か

ら
と
い
っ
て
今
の
生
活
習
慣
が
健

康
的
だ
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
不
健

康
な
習
慣
が
病
気
に
な
っ
て
現
れ

る
ま
で
に
は
、
数
年
か
ら
十
数
年
、

時
に
は
数
十
年
の
時
間
が
か
か
り

ま
す
。
病
気
が
顕
在
化
し
て
か
ら

生
活
習
慣
を
改
め
る
よ
り
、
検
診

で
異
常
を
指
摘
さ
れ
た
時
点
で
、

理
想
を
い
え
ば
指
摘
さ
れ
る
前
に

不
健
康
習
慣
を
改
め
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

運
動
が
得
意
な
人
は
も
ち
ろ
ん
、

運
動
が
苦
手
と
い
う
人
で
も
、
何

か
き
っ
か
け
を
見
つ
け
、良
い
健
康

習
慣
を
新
た
に
加
え
る
こ
と
に
挑

戦
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。意
思
が
身
体
を
動
か
し
、行
動

が
習
慣
を
つ
く
り
、
習
慣
が
精
神

を
鍛
え
る
、
そ
ん
な
好
循
環
が
期

待
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
た
と
え

ス
ポ
ー
ツ
で
な
く
て
も
、唄
い
、踊

り
、楽
器
の
演
奏
な
ど
、同
様
に
効

果
が
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

健
康
維
持
の
た
め
の
運
動
は
、

気
楽
に
で
き
る
も
の
を

長
続
き
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

西会津診療所
坂  田  敏  夫  医師

健 康 が
いちばん  いきいきライフ

健
康
づ
く
り
は
◦
朝
が
◦
い
ち
ば
ん

　

本
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
健
康
増
進
計
画
で
は
、｢

健
康
づ
く
り
は
朝
が

い
ち
ば
ん
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
朝
の
時
間
帯
を
利
用
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や

散
歩
な
ど
、
運
動
の
習
慣
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
な
か
な
か
続
け
ら
れ
な
い
運
動
を
「
続
け
る
コ
ツ
」
を
紹
介

し
ま
す
。

運
動
を
継
続
す
る
コ
ツ



材
料
（
４
人
分
）

　

リ
ン
ゴ�

小
１
個

　

砂
糖�

大
さ
じ
１

　

は
ち
み
つ�

大
さ
じ
１

　

レ
モ
ン
汁�

少
々

　

餃
子
の
皮(

大)�

24
枚

作
り
方

　

�

①
リ
ン
ゴ
は
皮
を
む
い
て
芯
を
取

り
除
き
、
い
ち
ょ
う
切
り
に
し
て

鍋
に
入
れ
る
。

　

�

②
鍋
に
砂
糖
、
は
ち
み
つ
、
レ
モ

ン
汁
を
入
れ
て
中
火
で
煮
詰
め
る
。

　

�

と
き
ど
き
木
べ
ら
で
優
し
く
混
ぜ
、

　

�

リ
ン
ゴ
が
軟
ら
か
く
な
っ
た
ら
火

を
止
め
て
冷
ま
す
。

　

�

③
餃
子
の
皮
を
２
枚
用
意
し
、
１

枚
の
上
に
作
っ
て
お
い
た
リ
ン
ゴ

を
の
せ
、
も
う
一
枚
を
重
ね
る
。

　

�

④
餃
子
の
皮
の
ふ
ち
を
フ
ォ
ー
ク

の
先
で
強
く
押
し
付
け
、
し
っ
か

り
と
貼
り
合
わ
せ
る
。

　

�

⑤
１
８
０
度
に
予
熱
し
た
オ
ー
ブ

ン
で
10
～
15
分
焼
く
。

　

�

＊
フ
ラ
イ
パ
ン
に
少
量
の
バ
タ
ー
を

入
れ
て
焼
い
て
も
お
い
し
い
で
す
よ

ど
も
に
と
っ
て｢

食
べ
る
こ
と｣

は
、

と
て
も
大
切
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま

す
。
丈
夫
な
体
を
つ
く
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
大
好
き
な
人
と
食
べ
た
り
作
っ
た
り

す
る
こ
と
で
、｢

食｣

へ
の
興
味
や
関
心
が
高
ま

り
ま
す
。
ま
た
、
正
し
い
食
習
慣
や
礼
儀
・
作

法
を
身
に
付
け
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
健
康
で
い

き
い
き
と
し
た
生
活
を
送
る
た
め
の
基
本
を
育

む
大
切
な
意
味
を
持
ち
ま
す
。

　

子
ど
も
と
一
緒
に
食
べ
る
こ
と
、
作
る
こ
と

は
、
食
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
大
切
な
食
育
で
す
。

１  

う
ま
く
い
か
な
く
て
当
然

　

最
初
は
、
こ
ぼ
し
た
り
、
ち
ら
か
し
た
り
、

う
ま
く
い
か
な
く
て
当
然
で
す
。
子
ど
も
の
や

る
気
を
大
切
に
、
時
間
や
心
に
余
裕
を
持
っ
て

お
手
伝
い
を
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

２  

体
験
に
よ
っ
て
興
味
が
わ
く

　

皮
を
む
い
た
り
、
触
っ
た
り
、
鍋
に
入
れ
た

り
、
混
ぜ
た
り
す
る
う
ち
に
、
食
材
の
名
前
や

色
、
形
な
ど
を
自
然
に
覚
え
、｢

食
べ
た
い｣

と

い
う
気
持
ち
が
生
ま
れ
ま
す
。

３  

危
険
を
学
ぶ

　

火
は
熱
い
！
包
丁
は
切
れ
る
！
な
ど
、｢

危
な

い｣

と
い
う
こ
と
を
教
え
る
機
会
に
な
り
ま
す
。

４  

子
ど
も
用
の
道
具
を
準
備
す
る

　

子
ど
も
用
の
包
丁
や
踏
み
台
な
ど
を
準
備
す

る
と
調
理
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
エ
プ

ロ
ン
を
準
備
す
る
と
雰
囲
気
が
出
ま
す
ね
。

子親
子
で
作
る
料
理
の
ポ
イ
ン
ト

12

餃子の皮で作る

リンゴの

お手軽

一口パイ 29

調理時間 
約30分

料
理
の
楽
し
さ
を

子
ど
も
と
一
緒
に
感
じ
る

シ
リ
ー
ズ

●
親
子
で
一
緒
に
料
理
を
作
ろ
う

チャレンジ！！

リンゴの甘さとおいしさをギュッと包んだ一品

おやつ作りで過ごすほっこり親子の時間

　幼い頃から料理
の魅力を感じるこ
とは、とっても良
い食育になるね！

お手伝いで｢食｣への好奇心を刺激
　食材の色や形、調理中の匂いや音などを五感で感じられる
お手伝いは、子どもたちの食への関心を高め、食べる喜びや
意欲を向上させます。｢自分で作る」ことでいつもよりたく
さん食べることができたり、苦手なものでも食が進んだりし
ます。
　親子での料理は子どもと充実した時間を過ごすことができ
ます。休日、手軽にできるおやつ作りなどは、普段なかなか
時間が取れない働くパパ・ママにもおすすめです。また、お
手伝いをするうちに、子どもが１人でできることも増えてい
きます。
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公民館だより

　

第
27
回
ふ
く
し
ま
駅
伝
に
は
、オ
ー

プ
ン
参
加
の
市
町
村
混
成
チ
ー
ム｢

希

望
ふ
く
し
ま｣
を
含
め
、県
内
59
市
町

村
か
ら
53
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
白
河

市
の
し
ら
か
わ
カ
タ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ

パ
ー
ク
陸
上
競
技
場
か
ら
福
島
市
の

県
庁
前
ま
で
の
16
区
間
95
・
１
キ
ロ

を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　

町
チ
ー
ム
は
、
今
年
の
大
会
に
向

け
て
４
月
か
ら
毎
週
日
曜
日
の
練
習

を
開
始
し
ま
し
た
。
８
月
下
旬
か
ら

は
、
平
日
の
夜
間
に
も
週
２
回
の
練

習
を
行
い
大
会
に
備
え
ま
し
た
。

　

大
会
前
日
の
11
月
14
日
、
白
河
市

中
央
体
育
館
で
開
会
式
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
大
田
沙
莉
奈
選
手
が
プ
ラ

カ
ー
ド
、
主
将
の
長
谷
川
陸
選
手
が

町
旗
を
持
ち
、
代
表
の
７
人
が
元
気

に
入
場
行
進
し
ま
し
た
。
た
す
き
は

大
田
沙
莉
奈
選
手
が
代
表
で
内
堀
知

事
か
ら
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
は
、
小
雨
が
ぱ
ら
つ
く

あ
い
に
く
の
天
気
と
な
り
ま
し
た
が
、

選
手
の
皆
さ
ん
は
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
、
力
強
く
白
河
・
福
島

間
を
疾
走
し
ま
し
た
。

　

全
16
区
間
中
13
人
が
中
高
生
と
若

い
選
手
が
主
力
の
町
チ
ー
ム
は
、
５

区
を
終
え
た
時
点
で
総
合
41
位
と
な

か
な
か
の
滑
り
出
し
で
し
た
が
、
中

盤
以
降
は
40
位
台
後
半
の
順
位
で
推

移
し
、
最
終
的
に
は
48
位
で
ゴ
ー
ル

し
ま
し
た
。

　

昨
年
よ
り
２
つ
順
位
を
下
げ
た
も

の
の
、
７
区
齋
藤
渓
選
手
が
区
間
30

位
、
２
区
山
口
圭
太
選
手
が
31
位
、

５
区
伊
藤
亜
久
里
選
手
が
33
位
、
３

区
長
谷
川
海
選
手
、
10
区
佐
藤
茂
哉

選
手
、
14
区
五
十
嵐
俊
平
選
手
が
35

位
と
若
い
選
手
が
活
躍
し
、
将
来
に

期
待
が
持
て
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
大
会
に
は
、
町
実
行
委
員
会
主

催
の
ツ
ア
ー
な
ど
で
町
民
の
皆
さ
ん

が
応
援
に
駆
け
付
け
、
選
手
に
熱
い

声
援
を
送
り
ま
し
た
。

１
区　

大
田
沙
莉
奈

�
(

西
会
津
中
３
年･

縄
沢)

２
区　

山
口　

圭
太

�(

学
法
石
川
高
３
年･

上
小
島)

３
区　

長
谷
川　

海

�(

西
会
津
中
２
年･

さ
ゆ
り
が
丘)

４
区　

伊
藤　
　

峻

�
(

喜
多
方
高
２
年･

塩)

５
区　

伊
藤
亜
久
里

�
(

西
会
津
中
２
年･

牧)

６
区　

薄
上　

南
平

�
(

㈱
日
本
テ
ク
シ
ー
ド･

上
小
島)

７
区　

齋
藤　
　

渓

�
(

西
会
津
中
３
年･

堀
越)

８
区　

齋
藤　

竜
磨

�
(

西
会
津
中
３
年･

堀
越)

９
区　

渡
部　

美
来

�
(

西
会
津
中
３
年･

黒
沢)

10
区　

佐
藤　

茂
哉

�
(

米
沢
中
央
高
２
年･

芝
草)

11
区　

佐
藤
み
な
み

�
(

西
会
津
中
３
年･

芝
草)

12
区　

渡
部　

貴
之

�
(

自
衛
隊
多
賀
城･

上
小
島)

13
区　

渡
部　

和
之

�
(

喜
多
方
消
防
署･

上
小
島)

14
区　

五
十
嵐
俊
平

�
(

西
会
津
中
３
年･

西
林
東)

15
区　

清
野　

里
都

�
(

西
会
津
中
２
年･

西
原)

16
区　

平
野　

大
夢

�
(

喜
多
方
桐
桜
高
２
年･

１
町
内)

監
督　

鈴
木　
　

洋(

軽
沢)

コ
ー
チ　

佐
藤　

正
光(

下
小
島)

コ
ー
チ　

雅
楽
川
隼
人(

宝
川)

チームメンバー紹介 [敬称略]

▲ アンカー平野大夢選手　　　　 ▲ 最長区間10区佐藤茂哉選手　　　　  ▲ ５区伊藤亜久里選手　  ▲ ２区山口圭太選手

　

今
年
で
27
回
目
を
迎
え
た
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会
「
ふ
く

し
ま
駅
伝
」
は
11
月
15
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
西
会
津
町
チ
ー
ム
の
結
果
は

総
合
48
位
で
し
た
が
、
中
高
生
選
手
が
区
間
30
位
台
前
半
の
記
録
で
力
走
す
る

な
ど
将
来
に
期
待
が
持
て
る
記
録
を
残
し
ま
し
た
。

健
闘
走
り
つ
な
い
だ
95･

１
㎞

白
河･

福
島
間
を
力
走
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渡部  進市 さん ［堀越］
わ た な べ 　 し ん い ち

自分を一言で表現すると？
　典型的なＡ型

あなたのモットーは？
　何事もしっかり行う

これからやってみたいことは？
　四国八十八カ所巡り。歩い
て巡ってみたい

次の方を紹介してください
　Ｎ・Ｕさん（８町内）

12 2015
December

冬 芽 俳 句 会

　ここでは西会津中学校の生徒の
皆さんに、自分が思い描く夢や目
標を話してもらっています。
　今月は生徒会の副会長を務める
２年・上田康太郎さんです。

わたしの夢――
 「将来は、警察官か総務省など
の国家公務員になりたいと思っ
ています。住民の安全を守るこ
とや、みんなの暮らしをより快
適にする仕事に就くことを通し
て、困っている人の力になりたい
と考えているからです。今、地域の人に支えてもらっている恩返し
ができたらと思っています｣

努力していること――
 「毎日の予習復習は、基本の１日１ページより多めに取り組むよう
に心掛けています。人の役に立つため、もっともっと勉強をして知
識を広げられればと思っています｣

未来の自分に一言――
 「社会に役立っていますか。『雨ニモマケズ』のような人に少しずつ
近づいていってください」

こう た  ろう

　大
切
な
も
の
は
？
『
愛
犬
の
ク
ー

で
す
。
８
年
前
に
我
が
家
に
や
っ
て

来
て
以
来
、
い
つ
も
み
ん
な
を
癒
や

し
て
く
れ
て
い
ま
す
』

あなたの趣味は？
　旅行、釣り、スポーツ

特技は？
　スキー

熱中していることは？
　娘の部活動の応援

最近感動したことは？
　日本が体操世界選手権で
金メダルに輝いたこと

渡
部

　淑
子
（
四
町
内
）

老
ひ
て
な
ほ
師
走
の
予
定
あ
り
に
け
り

岩
原

　紀
子
（
五
町
内
）

頬
は
さ
む
手
の
冷
た
さ
や
孫
の
笑
顔

喜
多

　光
子
（
九
町
内
一
）

立
冬
や
パ
セ
リ
の
青
の
お
と
ろ
へ
ず

鈴
木

　智
子
（
さ
ゆ
り
が
丘

）

冬
日
和
背
負
ひ
他
愛
の
な
い
話

い が ら し    ともひこ
五十嵐  智彦さん（11月号）からメッセージ

いつもお世話になっています。また、一杯やりましょう。

こ
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まちの人口��～11月１日現在～　(前月比)
人　口�　　　��６，９５５人　�（－２１人)
　男�　　　　��３，３４２人　�（－１３人)
　女�　　　　��３，６１３人　�（－　８人)
世　帯�　　　��２，７４４世帯　�（－　２世帯)

戸籍の窓口  ～10月受付分～�〈敬称略〉

お誕生おめでとう
上　野　碧

り く と

斗くん��　　康史・友紀� 井　谷

お悔やみ申し上げます
石　川　榮　 （89）　竜　則　�祖父�　３町内
平　野　ミヤ子（76）　孝　一　　母　　３町内
鈴　木　マサイ（89）　 　政　　母　　森　野
𥱋　田　泰　子（95）　賢　助　　母　　松　尾
斎　藤　文　三（66）　齋藤敬一　　弟　　尾　登
齋　藤　久　次（75）　源　二　　父　　尾　登
渡　部　美枝子（103）　芳　子　　母　　上小島
石　川　　　伸（62）　キヨイ　　夫　　白　坂
小　原　良　平（79）　勝　弘　　父　　宝　川
山　口　政　博（93）　政　信　　父　　　原
矢　部　シノブ（84）　文　雄　　母　　松　峯
佐　藤　重　勝（77）　重　弘　　父　　極　入

以下は広告です。内容については、広告主へお問い合わせください。

有料広告を募集しています
紙面に掲載する有料広告を募集しています。
詳しくはお問い合わせください。

◆大きさ　１枠当たり縦４．０㎝×横８．５㎝
◆掲載料　１枠当たり５，０００円／月

【問い合わせ先】
企画情報課・情報政策係　☎４５－４５３６

　町では、交通安全教育活動、広報活動などを行
う交通教育専門員に新澤さんを再任しました。
　任期は平成27年12月１日から平成30年11月30日
までの３年間です。

新澤 光男�さん(８町内)
　交通事故は、いつ起きる
か分かりません。町民の皆
さん、そして町の役に立て
るよう、交通教育活動に努
めていきたいと思います。

　任期満了に伴い、新たに長谷川さん(再任)、嶋
田さんが人権擁護委員に委嘱されました。委員の
任期は平成27年10月１日から平成30年９月30日ま
での３年間です。
　人権擁護委員は、市町村長の推薦で法務大臣よ
り委嘱され、町民の皆さんの相談に応じながら、
基本的人権の侵害などの被害を調査し、被害者の
救済を図ります。
　相談は無料で、秘密は堅く守られます。お気軽
にご相談ください。

　10月29日、町では操作性に優れた最新鋭の消防
小型動力ポンプを町消防団に引き渡しました。こ
のポンプは、第２分団第４部牛山班と黒沢班に１
台ずつ配備されます。[写真＝伊藤町長から消防
ポンプの筒先を受け取る江川新壽消防団長]

長谷川孝志 さん
(下小屋)

嶋田 純子 さん
(下野尻)

交通教育専門員  紹介

消防ポンプを新たに配備

人権擁護委員  紹介
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2 0 1 5（平成 2 7 年）

　11月10日、ちびっこ防火
パレードが行われ、尾野本
保育所の児童の皆さんが拍
子木を打ち鳴らしながら近
隣の皆さんに火災予防を呼
び掛けました。法

はっぴ
被姿で一生懸命頑張る児童の皆さんに、

沿道から声援が飛んでいました。

12

　今年で４回目の開催となる町民参加型健康まつり健康
がいちばんは、一昨年の｢食｣、昨年の｢運動｣に引き続き、
｢健(検)診｣をテーマに開催しました。会場を訪れた皆さ
んに200食限定でサツマイモの米粉ケーキを振る舞った
ほか、西会津中学校での田部井淳子さんの講演後には、
会場を西会津小学校に移し、こゆりちゃん体操や健(検)
診ウルトラクイズに加え、血圧測定や血管年齢測定など
の健(検)診体験を行い、多くの参加者でにぎわいました。

　
　
　

�
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災

は
大
変
シ
ョ
ッ
ク
な
出
来
事

で
し
た
。
こ
の
と
き
、
私
に
で
き
る

こ
と
は
何
だ
ろ
う
と
考
え
、
被
災
者

と
の
ハ
イ
キ
ン
グ
を
企
画
し
ま
し
た
。

こ
ん
な
と
き
に
良
い
の
だ
ろ
う
か
と

い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
参
加

し
た
皆
さ
ん
か
ら
「
元
気
が
出
た｣
、

｢

前
向
き
に
な
れ
た
」
と
い
う
言
葉
を

も
ら
い
、
や
っ
ぱ
り
私
に
は
こ
れ
だ

と
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
毎
月

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
次
代
を
担
う
若
者
に
も
元

気
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
、
高
校

生
と
の
富
士
登
山
を
企
画
し
ま
し
た
。

福
島
か
ら
は
少
し
遠
い
で
す
が
、
日

本
一
の
山
に
登
る
こ
と
で
自
信
を
つ

け
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
が
あ

り
ま
し
た
。
あ
る
程
度
そ
の
準
備
が

　
　
　
　
　
　
　

�

整
っ
て
き
た
２
０

　
　
　
　
　
　
　

１
２
年
２
月
ご
ろ
、

　
　
　
　
　
　
　

�

お
な
か
を
針
で
刺

さ
れ
る
よ
う
な
痛

み
が
現
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

�

３
月
に
医
師
で
あ

る
兄
に
相
談
し
た

２

こ
と
で
が
ん
性
腹
膜
炎
が
発
覚
し
、

当
初
は
大
変
深
刻
だ
と
い
わ
れ
ま
し

た
。
こ
こ
か
ら
抗
が
ん
剤
治
療
が
始

ま
っ
た
の
で
す
が
、｢

家
で
寝
て
い
る

よ
り
は
」
と
相
変
わ
ら
ず
山
に
行
っ

て
い
ま
し
た
。
治
療
は
順
調
に
進
み
、

７
月
に
は
確
認
の
た
め
の
手
術
を
し

ま
し
た
。
富
士
登
山
の
日
程
は
こ
の

と
き
す
で
に
決
ま
っ
て
い
た
の
で
、

退
院
の
翌
日
、
私
は
高
校
生
た
ち
と

富
士
山
に
い
ま
し
た
。

　

今
は
、
年
間
１
５
０
日
く
ら
い
山

に
登
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
そ
の
ほ

か
の
日
常
生
活
も
楽
し
み
た
い
と
思

い
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
に
も
励
ん
で
い
ま

す
。
レ
ッ
ス
ン
に
通
っ
た
り
、
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
い
た
り
す
る
の
は
、
山

と
は
ま
た
別
の
楽
し
み
が
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
平
均
寿
命
ま
で
は
生
き
ら

れ
る
だ
ろ
う
と
勝
手
に
予
測
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
先
の
時

間
は
こ
れ
ま
で
よ
り
さ
ら
に
密
度
濃

く
生
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
最

期
の
と
き
に
「
や
る
だ
け
や
っ
た｣

と
言
え
る
よ
う
な
生
き
方
を
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

町民参加型健康まつり

2015 in にしあいづ　から

講演

人生は８合目からが

おもしろい

　福島県三春町生まれ。女
性として初めて世界最高峰
エベレスト(8,848ｍ)および
７大陸最高峰への登頂に成
功。２度のがんを克服し、
現在も大好きな登山を楽し
みながら世界中に夢と希望
を届けている。

登山家

田
た べ い

部井  淳
じゅん

子
こ

 さん

こゆりちゃん体操

 健 (検) 診体験

健 (検) 診ウルトラクイズ

米粉ケーキの振る舞い


